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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
会
議

室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

大
山
秀
樹
氏
（
吹
田
市
開
業
、
兵
庫
医
科
大
学
・
神

戸
常
盤
大
学
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
、
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

50
人

歯
科
医
療
の
役
割
を
病
理
解
剖
症
例
か
ら
学
ぶ
〜
医

科
歯
科
連
携
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
〜

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

日
時　

６
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円　
　

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

指
導
に
あ
た
っ
て
か
ら
で
は
も
う
遅
い
!?
こ
れ
ま
で

の
カ
ル
テ
記
載
で
本
当
に
大
丈
夫
？

個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

集
合　

 

大
阪
天
満
宮
本
殿
前
（
地
下
鉄
「
南
森
町
」
駅
ま
た

は
Ｊ
Ｒ
東
西
線
「
大
阪
天
満
宮
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

主
な
コ
ー
ス　

 

天
満
宮
〜
吉
本
興
業
発
祥
地
〜
川
崎
東
照
宮

跡
〜
緒
方
洪
庵
墓
〜
堀
川
監
獄
跡
〜
Ｊ
Ｒ
天

満
（
解
散
）

※
解
散
後
、
懇
親
会
（
会
費
３
０
０
０
円
）
を
開
催
し
ま
す

お
お
さ
か
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

道
真
ゆ
か
り
天
満
界
隈
を
歩
く

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

 

５
月
24
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

定
員　

２
０
０
人

会
場　

 

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー　

４
Ｆ
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
（
大
阪
市
港
区
弁
天
１-

２-

１
）

講
師　

江
草
宏
氏
（
東
北
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

再
生
歯
学
の
最
先
端
〜
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
可
能
に
す
る

歯
科
医
療
と
は
〜

総
会
記
念
講
演

①
歯
内
療
法
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
知
る

　

日
時　

５
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

内
容　

 

歯
内
療
法
の
原
則
、
無
菌
的
処
置
、
根
管
形
成
・

洗
浄
・
貼
薬
、
根
管
充
填

②
難
症
例
へ
の
対
応

　

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

内
容　

 

な
ぜ
治
ら
な
い
の
か
？
、
外
科
的
歯
内
療
法
、
再

治
療
に
お
け
る
意
思
決
定

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

山
本
信
一
氏
（
宝
塚
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
２
回
シ
リ
ー
ズ
講
習
会

大
阪
市
北
部
・
東
部
地
区

３枚おろしに挑戦する
参加者ら＝４月18日、
クレオ大阪中央　　　

　

一
度
き
り
の
人
生
、
楽
し

い
思
い
出
は
、
こ
こ
ろ
を
ゆ

た
か
に
し
て
く
れ
る
人
生
の

宝
物
だ
。
１
９
７
５
年
歯
科

大
学
を
卒
業
、
就
職
先
に
選

ん
だ
の
は
あ
こ
が
れ
の
信

州
、
松
本
歯
科
大
学
だ
っ

た
。
雪
を
戴
い
た
北
ア
ル
プ

ス
と
緑
の
山
々
、
そ
の
美
し

い
自
然
に
魅
了
さ
れ
た
。
開

学
間
も
な
い
歯
科
大
学
は
活

気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

口
腔
外
科
の
医
局
に
入
っ

て
間
も
な
く
、
馬
術
同
好
会

の
副
部
長
を
引
き
受
け
た
の

は
、
小
さ
い
頃
の
馬
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ

う
。
家
の
近
所
に
は
春
木
競

馬
場
が
あ
り
、
小
学
校
の
帰

り
に
競
馬
場
に
行
き
、
馬
の

世
話
を
し
た
後
、
馬
に
よ
く

乗
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

当
時
の
馬
術
部
は
部
員
も

少
な
く
同
好
会
で
、
馬
も
厩

舎
も
馬
場
も
無
か
っ
た
。
し

か
し
学
生
の
馬
術
部
創
部
へ

の
熱
い
情
熱
に
共
感
し
、
仕

事
の
合
間
に
大
学
に
掛
け
合

と
の
教
授
の
言
葉
に
甘
え
、

逃
走
し
た
愛
馬
を
部
員
と
一

緒
に
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
追

い
か
け
た
。
早
朝
練
習
、
馬

場
へ
の
道
は
清
流
女
鳥
羽
川

の
川
沿
い
の
美
し
い
小
道
だ

っ
た
。
時
に
は
、
た
わ
わ
に

実
っ
た
ぶ
ど
う
を
馬
上
か
ら

失
敬
し
、
い
つ
も
可
愛
い
愛

馬
と
共
に
の
ん
び
り
と
歩
い

た
。
そ
の
時
の
愉
し
か
っ
た

記
憶
が
今
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
５
年
前
、
還
暦
を
迎
え

た
時
、
鉄
馬
（
ハ
ー
レ
ー
）

を
手
に
入
れ
た
。
カ
ン
ト
リ

ー
ロ
ー
ド
を
口
ず
さ
み
な
が

ら
田
舎
道
を
の
ん
び
り
と
走

っ
て
い
る
の
は
、
き
っ
と
あ

の
医
局
時
代
に
愛
馬
と
過
ご

し
た
至
福
の
時
が
あ
っ
た
か

ら
に
違
い
な
い
。

　

西
村
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
角
田

隆
先
生
（
交
野
市
）
で
す
。

た
時
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
。

馬
は
名
古
屋
の
中
京
競
馬
場

に
行
き
、
リ
タ
イ
ア
し
た
競

走
馬
を
15
万
円
で
買
っ
て
き

た
。
た
だ
こ
の
馬
、
競
走
馬

の
悲
し
い
性
か
、
時
々
部
員

を
振
り
落
と
し
て
は
、
恐
ろ

し
い
ス
ピ
ー
ド
で
一
直
線
に

レ
タ
ス
畑
を
突
っ
走
っ
た
。

部
員
が
ま
っ
青
に
な
っ
て
医

局
に
来
た
時
、「
又
逃
げ
た

の
か
、
す
ぐ
行
き
な
さ
い
」

302

我
が
青
春
の
馬
術
部

西
村　

吉
行
（
泉
大
津
市
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

　

２
０
１
２
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
よ
り
周
術
期
口
腔
機

能
管
理
に
関
す
る
診
療
報
酬

が
点
数
化
さ
れ
た
。
全
身
麻

酔
下
で
実
施
さ
れ
る
、
頭
頸

部
領
域
、
呼
吸
器
領
域
、
消

化
器
領
域
等
の
悪
性
腫
瘍
の

手
術
、
臓
器
移
植
手
術
又
は

心
臓
血
管
外
科
手
術
等
、
骨

髄
移
植
の
手
術
、
放
射
線
治

療
、
化
学
療
法
が
適
応
と
さ

れ
て
い
る
。

　

大
阪
警
察
病
院
歯
科
口
腔

外
科
で
は
12
年
５
月
よ
り
消

化
器
領
域
の
悪
性
腫
瘍
手
術

患
者
を
中
心
に
術
前
よ
り
専

門
的
口
腔
ケ
ア
を
実
施
し
て

き
た
。
14
年
１
月
ま
で
に
専

門
的
口
腔
ケ
ア
を
実
施
し
た

患
者
は
４
０
８
人
に
な
る
。

内
訳
は
食
道
が
ん
16
例
、
胃

が
ん
１
４
１
例
、
大
腸
が
ん

１
０
０
例
、
直
腸
が
ん
69

例
、
甲
状
腺
が
ん
60
例
、
心

臓
血
管
外
科
手
術
22
例
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
周
術
期
口
腔
機
能

管
理
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
介
入

群
と
12
年
１
月
以
前
の
非
介

入
群
４
５
３
例
を
入
院
日

数
、
術
後
合
併
症
、
医
療

費
、
術
後
抗
菌
薬
使
用
期

間
、
経
口
摂
取
開
始
日
数
、

発
熱
、
白
血
球
数
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ

値
に
つ
い
て
比
較
検
討
し

た
。

　

入
院
日
数
は
胃
が
ん
、
食

道
が
ん
、
直
腸
が
ん
に
お
い

て
口
腔
ケ
ア
介
入
群
が
短

く
、
医
療
費
も
減
少
し
て
い

た
。
術
後
合
併
症
で
は
食
道

が
ん
の
術
後
肺
炎
発
生
率
が

減
少
し
て
い
た
。
発
熱
で
は

両
群
に
差
は
認
め
な
か
っ
た

が
、
白
血
球
数
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
値

は
口
腔
ケ
ア
介
入
群
が
低
く

経
過
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
術
後
合
併
症
の
予
防
、
在

院
日
数
の
短
縮
化
を
目
的
と

す
る
点
か
ら
も
、
周
術
期
口

腔
機
能
管
理
は
そ
の
有
効
性

が
示
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　

大
阪
警
察
病
院
は
歯
科
口

腔
外
科
の
あ
る
が
ん
治
療
病

院
で
あ
り
周
術
期
口
腔
機
能

管
理
算
定
患
者
は
院
内
医
科

診
療
科
か
ら
紹
介
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し

か
し
、
要
治
療
歯
科
疾
患
が

あ
る
遠
方
の
患
者
で
は
入
院

ま
で
に
歯
科
治
療
目
的
に
当

院
に
通
院
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
。
ま
た
、
が
ん
治
療
病

院
に
歯
科
口
腔
外
科
が
無
い

場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
歯
科
診
療
所
と
の

連
携
が
重
要
と
な
る
。
ど
の

よ
う
な
疾
患
に
対
し
て
歯
科

疾
患
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る

の
か
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
い

い
の
か
、
そ
れ
ら
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

ま
た
、
時
間
が
許
せ
ば
最
近

の
大
阪
警
察
病
院
に
お
け
る

口
腔
外
科
手
術
に
つ
い
て
も

紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

日
時　

６
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

６月度生涯研修抄録

周術期口腔機能管理の効果と
歯科診療所との連携について
石濱孝二（大阪警察病院歯科口腔外科部長）

アジの３枚おろしに挑む
組織部　男の料理教室開催

　組織部は４月18日に
男の料理教室を大阪市
内で開き、10人が参加
した。アジの３枚おろ
しに挑戦し、アジご飯、
アジの南蛮漬け、新た
まねぎとえんどう豆の
玉子とじ、赤だし、豆
乳豆腐の苺ソースかけ
を作った。３枚おろし
に苦戦しながらも参加
者らは出来上がった料
理に舌鼓を打った。

【
開
催
日
時
】
７
月
14
日

（
火
）
〜
18
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
最

終
日
は
３
時
ま
で
）

【
会
場
】
薬
業
年
金
会
館
２

Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
地
下
鉄
谷

町
線
「
谷
町
６
丁
目
」
下
車

す
ぐ
）。
入
場
無
料

【
募
集
作
品
】
絵
画
、
絵
手

紙
、
書
、
写
真
、
彫
刻
、
陶

芸
な
ど
何
で
も
歓
迎

【
出
展
料
】
５
千
円
／
１
名

（
２
点
ま
で
）。
※
パ
ネ
ル

も
の
は
50
号
以
内

【
募
集
締
切
】
６
月
25
日

【
申
し
込
み
】
℡
（
06
）
６

５
６
８-

７
７
３
１
協
会
事

務
局
ま
で

余
技
展

作
品
を
募
集

申
し
込
み
は
６
月
25
日
ま
で

保険でよい歯科医療を大阪連絡会

内田美智子氏講演会
（助産師、思春期保健相談士）

「命の入り口、心の出口
食卓から始まる生教育」

日時　５月31日（日）
　　　午後１時～３時
会場　Ｍ＆Ｄホール
会費　無料　　定員　100人

い
、
厩
舎
の
建

設
に
こ
ぎ
つ

け
、
農
家
か
ら

ぶ
ど
う
畑
を
借

り
受
け
、
夏
休

み
を
返
上
し
て

炎
天
下
で
部
員

と
共
に
背
丈
も

あ
る
ぶ
ど
う
の

木
を
抜
い
た
。

つ
い
に
待
望
の

馬
場
を
自
分
た

ち
の
手
で
作
っ


